
函館建設管理部

事業一覧および事業箇所図は函館建設管理部の社会資本整備に関する
アカウンタビリティのページにて公表します。（６月公表予定）

その先の、道へ。北海道

《概要》

函館建設管理部の概要

函函館館建建設設管管理理部部がが所所管管すするる渡渡島島・・檜檜山山管管内内はは、、温温暖暖なな気気候候、、豊豊かかなな農農水水産産物物、、そそししてて世世界界遺遺産産「「北北海海道道・・北北東東北北のの縄縄
文文遺遺跡跡群群」」をを構構成成すするる垣垣ノノ島島遺遺跡跡・・大大船船遺遺跡跡ををははじじめめととすするる歴歴史史・・文文化化遺遺産産ななどど、、様様々々なな魅魅力力にに富富んんだだ地地域域でですす。。
函函館館建建設設管管理理部部でではは、、ここううししたた魅魅力力をを活活かかししたた地地域域づづくくりりをを進進めめてていいくくたためめ、、広広域域道道路路ネネッットトワワーーククのの構構築築をを推推進進

ししななががらら、、物物流流ネネッットトワワーーククのの形形成成をを促促しし、、交交流流人人口口のの拡拡大大にによよるる地地域域のの活活性性化化をを進進めめてていいくくととととももにに、、地地域域のの生生活活
道道路路ととななっってていいるる道道道道のの維維持持・・整整備備にに取取りり組組んんででいいまますす。。
ままたた、、近近年年全全国国各各地地でで水水害害やや土土砂砂災災害害がが頻頻発発化化・・激激甚甚化化すするる中中、、渡渡島島・・檜檜山山管管内内ににおおいいててもも、、令令和和４４年年６６月月かからら８８

月月ににかかけけてて記記録録的的なな大大雨雨がが繰繰りり返返しし観観測測さされれ、、家家屋屋のの浸浸水水やや農農地地・・道道路路のの冠冠水水がが発発生生すするるななどど、、住住民民生生活活やや社社会会活活動動
にに大大ききなな影影響響がが生生じじたたととこころろでであありり、、災災害害にに強強いい地地域域づづくくりりにに向向けけたた取取組組ががよよりり一一層層重重要要ににななっってていいまますす。。
ここののたためめ、、函函館館建建設設管管理理部部でではは、、住住民民のの生生命命・・財財産産・・暮暮ららししをを守守るるたためめ、、「「防防災災・・減減災災、、国国土土強強靱靱化化ののたためめのの５５カカ

年年加加速速化化対対策策」」のの推推進進にに取取りり組組むむととととももにに、、気気候候変変動動にによよるる水水害害のの激激甚甚化化・・頻頻発発化化にに対対応応すするるたためめ、、ハハーードド・・ソソフフトト
対対策策がが一一体体ととななりり、、ああららゆゆるる関関係係者者がが協協働働ししてて対対策策をを行行うう「「流流域域治治水水」」のの取取組組をを推推進進しし、、河河川川堤堤防防やや砂砂防防関関係係施施設設、、
海海岸岸保保全全施施設設のの整整備備ななどどをを行行っってていいまますす。。
ままたた、、地地域域間間のの連連携携やや快快適適なな広広域域観観光光をを支支ええるる交交通通・・物物流流ネネッットトワワーーククのの形形成成をを図図りり、、都都市市のの円円滑滑なな交交通通をを確確保保すす

るるたためめのの道道路路・・街街路路整整備備事事業業にに取取りり組組んんででいいまますす。。
ささららににはは、、道道民民生生活活やや経経済済活活動動をを支支ええるる社社会会資資本本のの機機能能がが低低下下ししなないいよようう、、施施設設のの長長寿寿命命化化をを図図りり、、必必要要なな機機能能がが

適適正正にに発発揮揮さされれるるよようう、、社社会会資資本本のの老老朽朽化化対対策策にに取取りり組組みみ、、安安全全・・安安心心なな暮暮ららししのの確確保保にに努努めめててままいいりりまますす。。
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